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6月23日（日）午後 1時から、伊奈町の埼玉県 県民活動センターで、日本野鳥の会埼玉

県支部の平成8年度（第12回）総会が開催されま した。 

闘記念講演 

榎本秀和幹事の司会で開会し、最初は記念

講演です。 

支部総会では、毎回本部職員を招待してい

ます。日ごろ各地の支部の現況にふれる機会

の少ない本部職員に、多少とも支部の現場を

知ってもらうと共に、支部会員と本部職員の

交流の場にもしたいからです。同時に記念講

演もお願いしています。 

今年は本部研究センターの成末雅恵さん。 

Strixl2に 『埼玉県におけるサギ類の集団繁

殖地の変遷』という論文を発表したこともあ

る成末さんは、現在取り組んでいる浜離宮の

カワウのコロニーの移転計画を中心に、 『関

東地方のカワウ』について、スライドやOH 

Pを駆使して講演。この講演だけを聞きに来

たという人もいて、充実した内容でした。 

講演する成末雅恵さん 

●事業報告と事業計画 

総会は、松井昭吾支部長の挨拶の後、高草

木泰行幹事が議長、新堂克浩幹事が書記、中

島康夫幹事と菱沼一充幹事が議事録署名人に

選出され、議事に入りました。 

支部総会での議決事項は、日本野鳥の会埼

玉県支部規約第18条に、 「総会では、次の事

項を議決する。1，規約の変更、 2 ，役員の

選任及び解任、 3，事業計画・事業報告・予

算・決算の承認、 4，その他支部の運営上特  

に必要な事項」と定められています。 

今回は、この内1と4はありませんので、 

2 と3 だけです。 

まず、平成7年度事業報告と平成8年度事

業計画について一括審議することが議長によ

って告げられて、事務局担当の海老原美夫副

支部長が、説明に立ちました。説明された内

容の主なものは次のとおりです。 

①増加し続けていた会員数が 7年度は76人増

にとどまり、初めて横ばい状態になった。 

②探鳥会は年間119回計画されたが、その内 

6回が雨天などで中止されたので、実施さ

れたのは113回、合計参加者数は4, 283人に

のぼり、それぞれ前年の実施99回、 3, 888 

人を上回った。 

③事業部長空席のために、事業部活動がふる

わなかった。平成8年度の事業計画では、 

事業部の立て直しを重点目標にしたい。 

そのほかに様々な普及活動、研究活動、編

集部の活動、野鳥記録委員会の活動について

の報告もありました。更に、ほぼ前年度の計

画を踏襲する8年度事業計画案が説明された

後、会員数増減の動態、春秋のシギチドリ類

調査、探鳥会での安全対策についての質疑応

答があり、議案は承認されました。 

● 7年度決算と8年度予算 

個々の項目について説明されましたが、特

に繰越金については、過去10年以上の事業部

活動の収益金に手をつけないようにして積み

立ててきたものが主であり、事務専従者人件

費発生の可能性、事務局家賃関係等不測の出

費の可能性、万一の事故の際への対応費用な

どを考えたら、決して多過ぎる繰越金とは言

えないと説明されました。 

楠見邦博監事から適正に経理処理されてい

るとの監査報告と、探鳥会参加費の納金や仮

払金の清算は速やかに行われるべきこと、今 
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平成 7年度決算‘ 8年度予算 
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後は出納と事務の分離が望ましいことなどの

意見が述べられた後、異議なく承認されまし

た。 

闘平成8年度役員体制 

支部規約によれば、役員は総会で選出さ

れ、支部長・副支部長。監事は役員の互選に

よることになっています。そこで、総会の席

で執行部案の通りに役員を選出した後、総会

を一時中断して、その場で新役員による役員

会議を開催して、支部長などの互選をして、 

ただちに総会を再開、次のとおりの役員体制

が発表されました。 

［支部長］松井昭吾 

［副支部長］海老原美夫 中島康夫 

［幹事（再任）］伊藤芳晴 岡安征也‘工藤

洋三 小池一男 小荷田行男 小林みどり

佐久間博文 桜庭勇 新堂克浩 杉本秀樹 

藤掛保司新幹事 
	

和田康男新幹事 

高草木泰行 田口浩司 手塚正義 内藤義雄

長谷部謙二 菱沼一充 福井恒人 町田好

一郎 森本園夫 山部直喜 吉安一彦 

［幹事（新任）］石井智 倉林宗太郎 中村

楽男 藤掛保司 和田康男 

［監事］榎本秀和 楠見邦博 

長年役員として活躍してきた石井幸男・石

川敏男・北川慎一・林慎一・三田長久・吉原

俊雄・乗田実の 7氏は、それぞれ仕事の都合

などで今回やむなく退任となりました。本当

にご苦労様でした。 

なお、総会の席では佐藤進氏も役員として

選出されましたが、その後発生したご本人の

事情で、就任見合わせになりました。 

総会というのは支部の重要なことを決める

会議であることをおわかりいただけたと思い

ます。来年は総会ウォッチングをどうぞ。お 

待ちしています0 	（文責・海老原美夫） 
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臨磯麟締 

地鳴きコーナー 

雨のちしりという天気予報が外れ、心地良

い五月晴れになり特急「あさま 1号」からの

眺めも素晴らしく、5月25日午前9時過ぎ心

踊らせて長野駅頭に立つ。やがて送迎バスに

乗り込み最初の目的地飯綱高原へ向かう。歩

き出して間もなく小鳥達の歌声が遠来のビジ

ターを出迎える。しかし時間帯が日中という

こともあって鳥影もまばらで今ーつという感

じ。かねてリーダーが「あまり快晴でない方

が良いですよ」 と言われた言葉をふと思い出

す。しかしバード・ウォッチングもさること

ながら高原の新鮮な空気を肌に感じながらの

ウォーキングも又格別である。法師池をまわ

り明朝を期待して早めに宿に向かう。その夜

恒例の信州ソバとリーダー特撮のビデオを拝

見して床に入る。 

翌朝4時に宿を出発。森林公園を通り随神

門から奥社へ向かう途中、残雪の急斜面でミ

ソサザイの鳴き声に誘われて目をやると急流

の岩場にコマドリを発見。斜面を少し下がっ

た所で今度は「フクロウの雛」と言う声。全

身を真っ白な綿帽子で包んだ様な雛が一羽枯

れ枝に掴まっているのが見える。朝食後再度

カメラを担いで奥社への坂道を上る。先程の

雛の居たと思われる所に大勢の人だかり。な

んと雛は参道脇の草むらに降りて（落ちて） 

居るではないか。その姿はあたかも禅師が黙

想している様である。少し離れた樹上には不

安そうな顔をした親鳥が見下ろしている。何

カットかシャッターを切った後で、この子は

今後どの様な運命を辿るのかと思い悩みなが

ら現地を後にした。 

力ワガラス（に京都・菱沼一充） 

語鷲C. 	 今 
こマ次33に貝夫ましミ。 

吾Iョ 
」1合】 

無」！「難 	 羅」I知・ 

「しらこばと」5月号5ページの浅見健一

氏「ツミとの出会い」を読みましたが、この

場合ツミが二時間かけてツグミの後頭部と背

中の部分を食べて飛び去ったとあります。 

が、この食べ残しがその後どうなったかに興

味があるのです。その後すぐ、カラスが来て

食べてしまえば終りですが、カラスがやって

来ないで、カケス達が空腹であったならば、 

そしてカケス達がこの食べ残しを見つけれ

ば、カラス科であるカケスは他の鳥の巣を襲

って雛を食べるというので、この食べ残しを

食べるかどうか見たいものですね。興味ある

ところです。 

麟
一一
一
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― 白頭鷲の英名講座・第16回 

ハイタ力（European) Sparrow Hawkまたは Eurasian Sparrowhawk 

	

日本にはハイタカ属のタカが4種類見られ 
	

ハイタカはSparrow Hawk（雀鷹ースズメ 

ます。即ち、オオタカ、ハイタカ、ツミとア を捕食するタカ）と呼ばれ特にスズメ等の小

カハラダカです。このハイタカ属の特徴はま 鳥類を捕る性質が強調されております。 

ず第一に最もタカらしいタカで、俊敏な飛翻 European またはEurasian はその分布がョー 

ができ、攻撃的で主に小鳥の類を飛期中に追 ロッパまたはユーラシア大陸を中心としてい

跡して捕食します。翼はやや短く、翼端はま ることを示します。アメリカやオセアニアに

るく林の中などで小鳥を追うのに適していま は全く分布していません。 

す。 
	

本によっては Sparrowhawk と一語とする 

	

ハイタカ属の学名Acc加iterはラテン語の 
	

ものとSparrow Hawkのように二語に分ける 

『獲物を捕える』に由来し、この種のトリの ものとがありますが、基本的には大差はあり

激しい狩猟方法を表現しています。この際 ません。ただ一語扱いのほうがより一般的に

Acc加iter（アクシピター）は簡単で覚えやす なっているようです。 

	

いので世界に通用する学名をーつ自分のもの 
	

この小回りの利く戦闘機のようなハイタカ 

にしてはいかがですか？ 世界には49種の も、時には勢い余って樹木に激突死をするこ 

	

Acc加iterがおり、そのうちの4種は前述のよ 
	

ともあるとのこと。以て銘すべし！ 

うに日本でも見られます。 

嘱ミII 

今回が私の監事としての最後の監査かと思

いますと、いささか懐旧の念を禁じえませ

ん。 

立ち上がり当初は人間関係の相克などがあ

り、各自が野鳥を巡る想いの上で真剣に一生

懸命したことで、結果的には会を離れられた

方もいました。今は亡き今井初代支部長の経

営されていた熊谷市の今井旅館の一室で、先

輩諸氏が議論されていたのを覚えています。 

私は一番若かったものですから、役員会の末

席で、何とか議論についていくのがやっとで

した。まだ生れたばかりの小世帯故の熱気み

たいなものがあり、大変懐かしい情景です。 

支部再生当初は、決して順風満帆ではありま

せんでした。 

幸いなことに会員の方々のご協力もあり、 

探鳥会を重ねるに従い、会員数も徐々に増え

ていき、今では、個性豊かな多くの人々が集

う支部になりました。 

ボランティア組織を維持するには、ゆっく

りズム、即ち「ゆっくり、着実に」、ネパー  

ル語で言うビスターリ、ビスターリが、一番

良いのではないかと思うようになりました。 

支部はいろんな人たちの集まりですから、意

見の違いがあるのは当然で、時には大いに議

論をたたかわせることも必要でしょう。じか

し、事を性急にやろうとすれば、ボランティ

ア組織は壊れ易いとも感じています。毎月開

催されている役員会議や編集部会、隔月の普

及部会など、意見を交わし、話し合いをする

場が設定され、維持し続けられてきたことこ

そ、 「ゆっくりズム」が実現されていること

の証左ではないかと考えています。 

支部発足時の役員は、今や私と海老原さん

の2人だけとなり、 「生きた化石」と言われ

ています。まだまだ支部活動に積極的に関わ

っていきたいと思っていた矢先に、関西転勤

の辞令をもらい、残念ながら監事を退任する

こととなりました。海老原さんには申し訳な

いのですが、一足お先に失礼させていただき

ます。 

支部の益々のご発展を祈ってやみません。 

6月16日深夜。 

夜のしじまにケリの力強い声を聞きつつ。 
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ョシゴイ ◇6月11日、戸田市の道満公園で 

2羽（陶山和良・順子）。 

ゴイサギ ◇6月11日、戸田市道満の釣り堀

で幼鳥2羽（陶山和良。順子）。 

アカガシラサギ ◇ 5月26日午前10時30分

頃、朝霞市浜崎の黒目川左岸の休耕田で1 

羽。)lに）土手沿いのアシ原に来ているオオ

ョシキリを見ていたら、いきなり隣の休耕

田に降りてきた。空中では、翼の白いドバ

トかと思ったが、降りたらサギであった。 

香港の探鳥会で見たことがあるので、すぐ

それと分かった（山上善郎）。 

オオタカ ◇4月23日、秩父市の羊山秩父愛 

鳥会サンクチュアリで1羽（山岸昭治）。 

サシバ ◇4月29日、秩父市の羊山公園で1 

羽。鳴いて飛び立つ（山岸昭治）。 

コチドリ ◇5月19日、杉戸町大島新田の貯

水池で2羽（秋間利夫）。06月11日、戸

田市道満荒川第一調節池で1羽（陶山和

良・順子）。 

ムナグ口 05月19日、杉戸町遠野の田んぼ

で8羽（秋間利夫）。 

ハマシギ ◇5月19日、杉戸町遠野の田んぼ

で夏羽1羽（秋間利夫）。 

キアシシギ ◇5月18日、幸手市木立の中川

で6羽（秋間利夫）。◇5月19日、杉戸町

遠野の田んぼで11羽（秋間利夫）。 

チュウシャクシギ ◇5月19日、幸手市戸島

で2羽（秋間利夫）。 

コアジサシ ◇5月19日、杉戸町大島新田の

貯水池で2羽（秋間利夫）。06月2日、 

戸田市内の空き地で右脚に蛍光色系緑色の

プラスチック製と思われる足環のある個体 

1羽（森秀夫他 5名）。06月11日、戸田

市道満荒川第一調節池で5羽（陶山和良・ 

順子）。 

シラコバト（落鳥） 06月15日午前7時 

30分頃、JR鴻巣駅の上りホームに1羽の

死体があった（石井智）。 

ジュウイチ ◇5月10日、大滝村の荒川上流

で鳴き声を聞く（原田秀雄）。 

力ッコウ（初認） ◇5月14日、北川辺町の

渡良瀬遊水地で 2羽（樋口信之）。◇5月 

15日、大宮市丸ケ崎町で声を聞く（藤原真

理）。◇ 5月15日、浦和市芝原で声を聞

く。我家の近くの雑木林や植木畑がだいぶ

姿を消し、今年はどうかなあと思っていま

したが、懐かしい声を聞かせてくれました 

（大武昭雄）。◇5月15日、秩父市の羊山

公園で（山岸昭治）。05月25日、蓮田市

黒浜の黒浜沼上沼で、今年も初夏の風と共

にやって来た。場所を変えながら、沼の周

囲で1時間以上鳴いていた（玉井正晴）。 

◇5月28日、浦和市大崎で。新道建設の騒

音の合間から鳴き声が聞こえてきた（藤原

寛治）。◇ 5月30日、浦和市岸町の調（つ

きのみや）神社で声を聞く（青山恭之）。 

ツツドリ ◇4月29日、秩父市の羊山公園で 

（山岸昭治）。◇5月4日、三峰山で（山

岸昭治）。◇5月10日、大滝村の荒川上流

で鳴き声を聞く（原田秀雄）。 

ホトトギス ◇5月15日、秩父市の羊山公園

で（山岸昭治）。05月30日、坂戸市西坂

戸の自宅上空を鳴きながら飛ぶ1羽を窓か

らウオッチング（増尾節子）。 

アオバズク ◇5月18日、浦和市瀬ケ崎の自

宅付近の屋敷林でしばらくの間鳴く。ここ

では初めて聞く（渡避光行）。05月23日

午後11時頃、浦和市岸町の調神社で1羽。 

我家の窓から 「ホッホウ、ホッホウ」 と聞

こえてきたので行ってみると、神社の南西

部の木の上方で鳴いていた（青山恭之）。◇ 

5月28日午前1時、浦和市の自宅ベランダ 

（秋間 利夫） 
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・コウノトリ目 
サヤ胃斗 

金長3'C r 

正面のアンテナにとまってしばらく鳴く。 

距離40m、双眼鏡で確認。やはり今年も近

くに来てくれたか（新堂克浩）。 

力ワセミ ◇5月29日、坂戸市西坂戸の自宅

裏の葛川の土手で親子連れの2羽。幼鳥が

ダイビングして魚を獲った。 （増尾節

子）。◇6月11日、戸田市道満の釣り堀で 

1羽（陶山和良・順子）。 

コルリ ◇ 5月 4日、大滝村三峰山で苫 1 

羽。20分間同じ場所で鳴く（山岸昭治）。 

トラツグミ ◇ 4月21日、横瀬町宇根で1羽 

（山岸昭治）。 

クロツグミ ◇4月18日、秩父市の羊山公園

で今年初の一声（山岸昭治）。 

ツグミ ◇5月 4日、大滝村三峰山で、上空

を10羽位の群れで飛期（山岸昭治）。 

コョシキリ ◇ 5月26日、大宮市深作の休耕

田のアシの上で 3羽以上。オオョシキリに

負けじとさえずっていた（玉井正晴）。 

オオョシキリ ◇ 5月28日、31日、6月6日

三郷市の江戸川でさえずっている個体を数

えてみました。河川敷の一部が工事の所も

ありましたので、正確な数ではないと思い

ますが104羽確認しました（岩瀬和志）。 

メボソムシクイ ◇ 5月21日午前9時～10時

頃、浦和市岸町の調神社で合 1羽。高い梢

でさえずる。我家の窓から見える調の杜か

らあの特徴のある 4拍子のさえずりが聞こ

えてきたので、二人で双眼鏡を持って出か

けてみました。高い高い木のてっぺんあた

りで、サッと動く鳥影は見えたのですが、 

なにせ葉がかなり茂っていて、目で確認は

できませんでした（青山恭之・博子）。 

センダイムシクイ ◇4月28日、秩父市美の

山で（山岸昭治）。 

（富士鷹なすび） 

キクイタダキ ◇ 5月4日、大滝村三峰山

で。地上で巣材をとる（山岸昭治）。 

キビタキ ◇4月29日、秩父市の羊山公園で

今期初見（山岸昭治）。◇5月5日、秩父

市美の山で（山岸昭治）。◇5月12日、浦

和市秋ケ瀬のピクニックの森で 81羽（上

野越郎、恵美子、英士郎）。 

オオルリ ◇5月2日、秩父市の羊山公園で

古 2羽。今期初見（山岸昭治）。◇ 5月 

12日。坂戸市西坂戸舎 1羽。高い調子のい

い声でさえずる。見とれていたら青虫を捕

食した（増尾隆・節子）。 

コサメビタキ ◇4月28日、秩父市美の山で 

4羽（山岸昭治）。 

ツリスガラ ◇5月12日、川越市安比奈新田

の入間川で約10羽（上野倫郎、越郎、英士

郎）。 

ヤマガラ ◇5月5日、秩父市の羊山公園で

電柱上部のアングルに営巣中（山岸昭治）。 

ウソ ◇ 4月21日、横瀬町宇根で（山岸昭

治）。 

コムクドリ ◇5月13日、秩父市の羊山公園

で古早各1羽（山岸昭治）。 

 

表紙の写真 
コマドリ（ヒタ 

 

 

キ科ツグミ亜科） 

東京都西多摩郡の『都民の森』に2日間通

って撮影したビデオからのプリントです。 

暗い薮の中にいることが多くて、なかなか

明るいところには出てきてくれないコマドリ

が、ほんの一瞬、目の前に出てきてくれまし 

た。あまり近すぎて、カメラごと後ずさりし

てなんとか写しました。ビデオ映像としては

短かくて使えないのですが、1コマでもしっ

かり写っていれば、プリントには使えるんで 

すね。 	 佐藤 進（大宮市） 
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行事あんない 

（渡辺 敦） 

特別な場合を除いて予約申し込みの必要は

ありません。初めての方も、青い腕章をした

担当者に遠慮なく声をおかけください。私達

もあなたを探していますので、ご心配なく。 

参加費は一般100円。会員と中学生以下50 

円。持ち物は、筆記用具、雨具、昼食、ゴミ

袋、もしあれば双眼鏡など。解散時刻は、特

に記載のない場合、正午から午後1時頃。小

雨決行です。 

自然保護のため、できるだけ電車バスなど

をご利用のうえ、指定の集合場所までおいで

ください。 

r 	 一』 

期日：8月4日（日） 

集合：午前8時30分 北本自然観察公園駐車

場、または午前8時15分JR高崎線北本

駅改札口。集合後、タクシーで現地 

Jへ、。リーダーの指示で分乗してくださ

い。 

担当：岡安、榎本、内藤、立岩、永野 

（安）、永野（京）、II団β部 

見どころ：石戸宿の夏に何を見るか、伸びた

アシ原でョシゴイに決めましょう。平

地では最も鳥の少ない時季だけに「人

も暑ければ、鳥も暑くて高地に避暑に

行っているんだョ。でも石戸のバー 

ダー達は本当にこの暑さが好きなんで

しょうネ」 と鳥のつぶやきが聞こえて

きそう。 

眠舞1fl.. 覇詠轟童碁灘探篤網 

期日：8月11日（日） 

集合：午前9時30分 秩父鉄道大麻生駅前

交通：秩父鉄道熊谷9:11発、または寄居9:03 

発に乗車 

担当：岡安、田口、中島（章）、和田、石井 

（博）、倉崎 

見どころ：立秋は過ぎたけど暑い盛りの探鳥

会「ウーン・・・つらい」が実感でしょ

う。でも鳥達はその暑さの中に秋を見

つけているんですよ。渡りのハシリを

河原で見つけてみませんか。その時は

きっと暑さを忘れていますよ？ 

' ”寧 纏”一闘 
期日：8月18日（日） 

集合：午前8時15分 京浜東北線北浦和駅東 

口、集合後、バスで現地へ。または午 

前9時 浦和市立郷土博物館前

後援：浦和市立郷土博物館 

担当：楠見、福井、渡辺（周）、手塚、伊

藤、笠原、若林、倉林、岡部、兼元、 

嶋田、森 

見どころ：お盆が過ぎて、なにやら静かにな

った見沼たんぼです。 力イツブリの

姿、ゴイサギの飛期、いつもの見沼で

すが、芝川のアシの葉陰に初秋の色が

見えています。アフターは緑陰で腰を

下ろし一息入れながらみなさんの故郷

のお話をお伺いしたいものです。 

ブッポウソウ（大宮市・佐鳶 進） 
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「」 一叫一翻 
期日：8月25日（日） 午前9時～午後5時

会場：埼玉県県民活動総合センター 

交通：ニューシャトル大宮＆15発に乗車、羽

貫駅下車（約23分）、無料送迎バス接

続。またはJR上尾駅東口から伊奈学園

行きバス終点下車（約27分）、徒歩約 

10分。無料駐車場あります。 

申し込み：支部事務局または中島普及部長 

案内 リーダー研修会参加者募集！ 研修会

は今年で13回目、支部創立以来欠く事

なく続けてきています。暑い最中ー日

暑い勉強をしますが、かたくるしいも

のではなく、新たにリーダーとなっ

て、支部の運営に新鮮な力を発揮して

くれる方を募集し互いに学ぼうという

ものです。リーダーになる為の特別の

資格はありません。鳥や自然を愛し、 

支部会員であることだけで十分です。 

あなたの応募を、お待ちしています！ 

,t遷懸覇馴F 
とき：8月引日（土）午後1時～2時ごろ 

会場：支部事務局108号室 

案内：今日で8月もおわり、朝タは幾分涼し

くなりましたが日中の暑さはまだまだ

です。元気なあなたもそろそろ夏の疲

れが出てくる頃かと思いますが、今月

も毎度のご協力をお願い致します。 

近所に左足の小、スズメカふ乳1ニ． 密かに成長を見守に

いr二のてイbぐ・牝日ヒす、連収てベランタ1ニきてく車iLTこ！ 

ガソバレ！母さんススヌ H 

（浦和市・鈴木美由貴） 

I 	1 
期日：9月1日（日） 

集合：午前8時50分 JR高崎線本庄駅北口午

前8時55分発十王バス新伊勢崎行きに

乗車、坂東大橋南詰下車。現地集合

可。但し駐車は土手側にのみお願いし

ます。 

担当：町田、小池、林（滋）、中島（章）、 

和田、倉崎、堀 

見どころ：ちょっと気の早い帰国途中のシギ

たちやショウドウツバメの群れ。アマ

ツバメと赤とんぼの共演も観察できる

かな。残暑厳しき折から帽子、冷たい

飲物をお忘れなく。 

難讃謙繊こ置ごで麟閥ー誉ー， 
期日：9月1日（日） 

集合：午前9時15分 JR京葉線南船橋駅前

交通：JR武蔵野線 武蔵浦和8:11→南浦和8: 

14→南越谷8:26→終点下車 

担当：佐久間、手塚、伊藤、長谷部、篠原 

（東）、中村（治） 

見どころ：今日から9月！ シギやチドリは

秋の渡りの最盛期です。昨年のこの探鳥

会では、な、んと23種も見ることができ

ました。シギやチドリは見分けにくく苦

手だと言う人は是非お出かけください。 

0 	  

9月8日（日）・熊谷市大麻生定例探鳥会 

・千葉県船橋海浜公園探鳥会 
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オオタカ コジュケイ キジバト コゲラ イワ

ツバメ キセキレイ ハクセキレイ セグロセキ

レイ ヒョドリ モズ ジョウビタキ ツグミ

ウグイス エナガ ヤマガラ シジュウカラ メ

ジロ ホオジロ カシラダカ アオジ カワラヒ

ワ スズメ ムクドリ カケス ハシボソガラス

ハシブトガラス（26種）朝、集合場所に秩父愛鳥

会の宮崎章次会長が来てくれて、今年の冬鳥は少

ないとの情報。なあに、穏やかな天気に恵まれた

だけでも、うれしいのだ。みんなリーダーのおか

げなのだと、探鳥会開始。オオタカが飛び、エナ

ガが騒ぎ、コジュケイがトコトコトコ。今年初め

てのイワツバメと、ウグイスのさえずりも。最後

の点呼でいなかった人も、夜に電話したら、ちゃ

んと帰ってました。ご安心を。 （海老原美夫） 

オシドリ トビ ノスリ キジ キジバト アカ

ゲラ コゲラ イワツバメ キセキレイ ハクセ

キレイ セグロセキレイ ヒョドリ カワガラス

ミソサザイ ツグミ キクイタダキ エナガ コ

ガラ ヒガラ ヤマガラ シジュウカラ メジロ

ホオジロ カシラダカ アオジ カワラヒワ マ

ヒワ べ三マシコ イカル シメ スズメ ムク

ドリ、カケス ハシボソガラス ハシブトガラス 

(35種）スタート地点の神橋では、オシドリと巣

に出入りするカワガラスを見た。滝尾神社への参

道では、ミソサザイの美しい声を聞いた。稲荷川

畔での昼食時には 3羽のノスリが出現。東照宮の

裏ではマヒワ数羽が高い杉の木で実を食べていた。 

暖かい、のんびり楽しめた一日。 （中島康夫） 

バリ ハクセキレイ セグロセキレイ ビンズイ

ヒョドリ モズ ツグミ ウグイス シジュウカ

ラ メジロ アオジ カワラヒワ シメ スズメ

ムクドリ カケス ハシボソガラス ハシブトガ

ラス（28種）奥の山古墳と二子山古墳に生えてい

た木がほとんど全て根元から切り倒されていて、 

ハゲ山になっていた。古墳の周囲の堀割にも水が

なく、水鳥をほとんど見ることができなかった。 

しかし、前玉神社の森に入る前に、路上に降りて

いたビンズイをじっくり全員で観察し、タヒバリ 

との違いを理解できて満足。 	（吉原俊雄） 

カイツブリ カワウ ゴイサギ ダイサギ コサ

ギ カルガモ コガモ ヒドリガモ ハシビロガ

モ ホシハジロ キンクロハジロ トビ コジュ

ケイ コチドリ イカルチドリ イソシギ タシ

ギ キジバト カワセミ アオゲラ コゲラ ヒ

バリ ツバメ イワツバメ キセキレイ ハクセ

キレイ セグロセキレイ ヒョドリ モズ アカ

ハラ ツグミ ウグイス シジュウカラ メジロ

ホオジロ カシラダカ アオジ オオジュリン

カワラヒワ シメ スズメ ムクドリ オナガ

ハシボソガラス ハシブトガラス（45種）モズや

カワセミがつがいをつくり、ツバメやコチドリも

やって来て、やっと春らしくなった入間川。工事

が日曜で休みのためか、意外と鳥は多い。途中立

ち寄ったカタクリの自生地では、まだかたいつぼ

みが多い中、ようやく開花した2株を見つけた。 

稲什苦i山公園は、嵐（花見）の前の静けさといった

感じで人影少なく、アオゲラやアカハラも姿を見

せてくれた。 

カイツブリ カワウ コサギ マガモ カルガモ

コガモ オオタカ キジ キジバト コゲラ ヒ 

赤塚義正、荒木恒夫、岩上照代、江浪 功、海老 

原教子、海老原美夫、大坂幸男、尾崎甲四郎、小 

林孝太郎、襖庭 勇、新堂克浩、新部泰治、藤掛 
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保司、藤野富代、増尾 隆、松井昭吾、谷津弘子、 

渡辺喜八郎 

鱈13月3臣巨日） 蓉日言折ii 

覧二散＝  霊りlり望表,  天気

オオタカ ハイタカ コジュケイ キジ シラコ

バト キジバト コゲラ ヒバリ ハクセキレイ

タヒバリ ヒョドリ モズ ルリビタキ ツグミ

ウグイス シジュウカラ メジロ カシラダカ

カワラヒワ シメ スズメ ムクドリ カケス

ハシボソガラス ハシブトガラス（25種）公園内

のマラソン大会と→者になり、急遮コースをいつ

もの逆にとった。スタート直後にここでは珍しい

オオタカ、ハイタカが上空を舞う。松井支部長が

呼び寄せてくれたと感謝。西側の屋敷林でルリビ

タキが見られて大喜び。東側の斜面林では、カケ

ス、メジロ、シメをじっくり観察。つい最近、公

園内のあちこちに木製の柵が張りめぐらされた。 

更に整備が進むと下草なども刈込まれたりして、 

環境が変わってしまわないか心配だ。 （吉安ー彦） 

てB（日） ,鳶 fli」i％民家i員j謝丑円i‘翻 

鯉さ三己：天気 曇塗堕 ， 

カワウ コサギ アオサギ カルガモ コガモ

コジュケイ キジ コチドリ タゲリ タシギ

シラコバト キジバト コゲラ ヒバリ ツバメ

イワツバメ ハクセキレイ タヒバリ ヒョドリ

モズ アカハラ シロハラ ツグミ ウグイス

シジ二Lウカラ メジロ ホオジロ アオジ カワ

ラヒワ シメ スズメ ムクドリ オナガ ハシ

ボソガラス ハシブトガラス（35種）花曇り。途

中、雨もパラッときたが、赤、黄、ピンクなどい

ろいろな花が咲くヘルシーロードコースをのんび

り楽しんで歩くことができた。また、コチドリや

ツバメ、それに初めての方には、シメや最後のキ

ジ（キレイなオスなんだ。またこれが！）など終

わってみれば35種！花に鳥にとてんこ盛りの探鳥 

会だった。 	 （伊藤芳晴） 

	月孤目」x自）り‘熊谷市 フ 

参加苫％シB!i火一 天気二晴

カイツブリ カワウ コサギ カルガモ トビ

オオタカ ハイタカ ハヤブサ チョウゲンボウ

コジュケイ コチドリ イカルチドリ イソシギ

キジバト コゲラ ヒバリ ツバメ イワツバメ

キセキレイ ハクセキレイ セグロセキレイ タ  

ヒバリ ヒョドリ モズ シロハラ ツグミ ウ

グイス シジュウカラ メジロ ホオジロ アオ

ジ カワラヒワ ニュウナイスズメ スズメ ム

クドリ カケス ハシボソガラス ハシブトガラ

ス（38種）風も弱く申し分のない天気。アイメイ

トの会（盲導犬と生活されている方の団体）の一

行が初参加。応援のリーダーもかけつけてくれて

賑やかに開始。期待したSLは来なかったが、桜

はほぼ満開で、ニュウナイスズメも何とか見られ、 

猛禽も4種出現と、まずまず0 （森本団夫） 

目J 

彦助ii 二 60人 天気‘犀

カワウ ダイサギ チュウサギ コサギ、チョウ

グンボウ コチドリ ムナグロ タシギ キジバ

ト ヒバリ ツバメ ハクセキレイ セグロセキ

レイ タヒバリ ヒョドリ モズ ノビタキ ツ

グミ セッカ ホオジロ カシラダカ アオジ

カワラヒワ スズメ ムクドリ ハシボソガラス

ハシブトガラス（27種）快晴、風なしの絶好の日

和0 シギ・チを求めて、春の荒川の河川敷の田圃 

(B地区）を歩いた0 鳥たちは夏羽がきれいで、 

特にカシラダカ、ノビタキの夏羽が好評。ゆっく

り歩いて久し振りの余裕たっぷりの探鳥会。希望

者は終了後にHさんのご好意で、公園に出かけ、 

ヒレンジャク、ツリスガラを見た。 （楠見邦博） 

卿｛｝旦」P 謂川“―〕鳶 H 参唇麟 
雨のため中止。 

麟無、mi日（日） 浦相市 三室地区く

町％一参加い 66人 天気二雁 

カワウ ダイサギ コサギ カルガモ コガモ

キジ バン コチドリ イソシギ キジバト コ

ゲラ ヒバリ ツバメ イワツバメ キセキレイ

セグロセキレイ ヒョドリ モズ アカハラ ツ

グミ シジュウカラ メジロ ホオジロ カシラ

ダカ アオジ カワラヒワ スズメ ムクドリ

オナガ ハシボソガラス ハシブトガラス（31種） 

若葉を見ようとコースを変え、代用水の西縁から

田圃を抜けて片柳の斜面林沿いの道に出た。初め

てのコースで新鮮。こいのぼりが春風にはためい

ていた。鳥はカシラダカの夏羽がきれいで、アカ

ハラが久し振りに出現。視覚障害の方が1名、盲

導犬と参加され、皆さんが親切だと喜ばれた。 

（楠見邦博） 

」U
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．ボラソティアをお願いします 
当支部は今のところ専従職員は一人もおら

ず、無償のボランティアが力を合わせていま

す。毎月の『しらこばと』袋づめの会もその

一部ですが、今回は特に事務局関係の次の事

を分担して下さる方を募集します。 

①土曜日当番 

6月号でもお願いしましたが、まだお申

し出はありません。毎週土曜日の午後2時 

~6時の間、交代で支部事務局の鍵を開け

て、来訪者や電話の応対とか軽い雑用をこ

なしていただく方を2'-3名募集します。 

②会計伝票ワープ口入力 
支部会計はワープロの表計算ソフトを使

って処理しています。月に1 '2度、土曜

日午後に事務局に来て、会計伝票を入力し

てくださる方を募集します。 

ワープロはキャノワードです。キャノワ 

ードで文書作成ができる方であれば、難し

いものではありません。 

③『しらこばと』発送作業 
毎月袋づめの会（土曜日）の翌々日の月

曜日の朝、袋づめされて東ねられた数十kg 

の重さの『しらこばと』を台車に乗せて、 

徒歩5 --6分のところにある郵便局まで運

び、別納郵便として発送します。10年以上

毎月事務局が運んできましたが、寄る年波

でだんだんきつくなりました。どなたか替

わって下さる方はいませんか。多少体力は

必要です。 

●N H K「野鳥百景」に出演 

日本野鳥の会が協力している「野鳥百景」 

という番組をご存じですか。NHK衛星第2 

放送の番組表を見ていると、時々午前10時50 

分から11時までと午後8時50分から9時まで

の10分間、 「野鳥」または、ただ「鳥」など

と出ていることがあります。毎回1種類の野

鳥につき、会員の解説を添えて紹介する番組

です。 
現在当支部の山部直喜編集部長が本誌『し

らこばと』ではなくて、野鳥のシラコバトを  

紹介する番組の計画が進行中です。 

9月から10月頃のいつか、山部編集長の顔

が画面に出てくるかもしれませんので、少し

身を引きながら、スイッチを入れてみて下さ

いo 

●市民大学「自然を大切に」 

その山部編集長が、 5月23日（木）三郷市

教育委員会主催の市民大学で、 「みさとの自

然」をテーマに講師をつとめました。 

の8月の事務局 土曜と日曜の予定 

H日（土）編集会議、研究部会（1時から） 

24日（土）校正作業（1時から） 

31日（土）袋づめの会（1時から） 

●会員数は 
7月2日現在2, 661人です。 

昨年分譲開始された朝霞市のミニサンクチ

ュアリ付きマンションは、 1年間の野鳥の会

会員サービスも付いていました。1年経ち、 

内93名分会費が継続されませんでした。その

ため会員数は前月より71人減となりました。 

ラ舌一勲J 零I艮 告 

6月1日 普及部会議。 

6月15日 編集会議。研究部会。 

6月16日 役員会議（司会：新堂克浩、総会

打ち合わせ。探鳥会予定・その他）。 

6月22日 7月号校正作業（海老原美夫・工

藤洋三）。総会資料作成（事務局）。 

3月だというのに猛暑。じっとしているだ

けで汗が流れ落ちる。現れる鳥はリュウキュ

ウョシゴイばかり。昼メシは「赤いきつね」。 

ほとんど真夏の草いきれの中で食べる熱いカ

ップめんなんて、もう拷問だ・・・・十数年前の

大学卒業旅行、石垣島での思い出。リュウキ

ュウョシゴイというと、今でもあの暑さと熱

さがよみがえる。秋ケ瀬に来ているらしいけ

ど、私はパス。冷たいビール飲みながら、皆

さんのビデオ見ることにします。 （みどり） 
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